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府教育委員会としては、これまで中途退学の防止のため、「不本意入学の防止」「学習指導の充実」「生徒指導の充実」の三つを基本とし、様々な取組みを推進してきました。府立高等学校（全日制の課程）における中退率については、平成９年度の3.0％をピークに平成16年度の2.3％までは減少傾向にありましたが、平成17年度以降は増加に転じたことを受けて、平成19年７月に「府立高等学校中退問題検討会議」を立ち上げ、中途退学者及び長期欠席者の減少に向けての方策を検討してきました。

平成19年度の同会議において、これまでの三つの基本の取組みに加え、中途退学の防止に向けて全校で行う重点的な取組みの方向性が、「中高連携」「人間関係づくり」「基礎学力の向上」の三つに整理されました。平成20年度には、中高連携のより一層の推進のために、ガイドラインを示すよう提言をいただきました。

　　生徒はそれぞれの地域の小学校や中学校において様々な人間関係の中で育ち、中学校を卒業した後、高等学校に地域を越えて入学してきます。高等学校は、引き続き生徒がそのキャリアや人格を形成する重要な時期に当たっており、中学校からバトンを受け取り、生徒の育ちを支援するリレーを継続していかなければなりません。中退者のうち約６割は１年生であることから、入学直後から生徒のキャリアや人格の形成を支援していくことが必要であり、個々の生徒に関する課題や中学校までの様々な教育活動の成果を引き継ぐことが重要となっています。そのため、中高がより緊密に連携し、個人情報保護条例の趣旨を踏まえ、本人の同意にも留意しながら、中退防止の取組みを推進していくことが求められています。
平成21年度は、中退防止加配の措置されている学校において、中高連携の窓口や校内組織の中核を担う中退防止コーディネーターを指名し、数値目標を設定して取組みを進めてきました。また、20年度の提言に基づいて、府立高等学校における中退防止の取組み事例を集約し、中退防止の取組みのガイドラインとして本冊子の作成を進めてきました。
本冊子を有意義に活用いただき、各校における中退の未然防止の取組み、ひいては、一人ひとりの生徒のキャリアや人格形成、進路実現のために役立てていただくことを期待しています。
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「中退の防止に係る取組みについて」のⅠ章からⅤ章は、次のような構成になっています。学校で取り組みたい内容を探す際の参考にしてください。
章　・・・この冊子では、中退防止に向けての取組みを、取組みの三つの方向性とそれを支える基礎的・総合的な取組み、中退防止のための体制づくりに分類しています。
○　項目・・・各章のテーマに沿った、府立高等学校（以下高校）で行われている取組みを項目としてあげ、その意義やねらいについて説明しています。

☆ 実施上のポイント・・・取組みを実施する上での留意点について説明しています。

■ 中学校の声・・・「府立高等学校における中途退学に関する調査」（平成２１年１月１９日）において中学校から寄せられた意見の中で、それぞれの取組みを実施する上で参考とするべきものを記載しています。
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【平成１９年度】

平成１９年度には、中退率が５％以上の府立高等学校（全日制の課程）に対する調査を実施した。中退率の高い学校においては、各校の実態に応じて中退防止の取組みが行われているが、その中でも全校で取り組むことで、より効果的に進めることができる重点的な取組みの方向性として、府立高等学校中退問題検討会議（以下中退問題検討会議）において次の３つに整理された。

· 中学校連携の取組み
中退者全体に対する１年生の割合が高く、入学直後より欠席が続く生徒や授業中に教室へ入らず校内を徘徊する生徒の状況がある。中退の事由別でも、「もともと高校生活に熱意がない」とされる生徒の割合も高いことから、１年生の学校生活への定着を図ることが喫緊の課題である。
入学後まもない時期の指導には、高校だけの努力では困難な場合もあり、中学校までの生徒の状況を早期に把握し、入学後の指導に効果的に活用するためにも中学校との連携が不可欠である。

· 人間関係づくりの取組み
学年が進行するにつれて、退学者は減少しているが、２年生以上の退学理由において、クラスが変わって人間関係が変化したことにより不登校になり、退学していく生徒もいる。学校生活への定着のためには、生徒の人間関係づくりをはじめとする居場所作りの取組みを入学当初から行なう必要がある。

· 基礎学力充実の取組み

基礎的な学力が定着していないばかりか、学習に取り組む意欲さえ失っている生徒の状況もあり、高等学校の学習内容に取り組む以前に、生徒たちの学習面での課題を解決する必要がある。また、退学時期を見ると、３月の数値が高くなっており、進級できずに次の年度までに退学する生徒が多い。留年しないように基礎学力の充実に努めるとともに、各学校の進級内規の運用についても、点検が必要である。

【平成２０年度】

　各学校において上記の３点の取組みを重点的に進めるとともに、中退問題検討会議調査研究部会に、中学校の進路指導担当者や市町村教育委員会の指導主事等、関係者にも参加していただき、府内の全公立中学校に対する調査を実施した。
調査結果より「中途退学の生徒の指導について事前に高校から連絡があった」とする中学校は、約５割にとどまっており、「やめる前に連絡がほしい。」との記述も多数見られることから、より一層中高連携の取組みを進める必要性が指摘された。
　そのため、調査研究部会において中学校と高等学校のそれぞれの立場から、意見交換を行い整理した課題に基づいて、検討会議において、今後の中高連携推進のための４つの提言をいただいた。
《提言》

（1） 府立高等学校の魅力ある学校づくりを進め、学校の特色について、中学校を通じて生徒・保護者に的確に伝える。

（2） 中学校、高等学校にそれぞれ連携担当者を定め、積極的に生徒の情報交換を行う。

（3） 府及び市町村教育委員会が連携し、個人情報の保護に留意して生徒の情報交換をする際のガイドラインを示す。

（4） 中高連携とあわせて家庭との連携を図り、生徒の生活実態を把握し、基本的な生活習慣を確立する。

【平成２１年度】

　　前年度の提言に基づき、平成２１年度は、府教育委員会として次の２点に取り組んだ。

· 中退防止コーディネーターの指名

　　　　平成２１年度中退防止加配を措置した学校において、中退防止コーディネーターを指名し、中高連携の窓口や中退防止の取組みに係る校内組織の中核を担うこととした。また、当該校においては、中退率減少の数値目標を設定し、取組みの方針を明確にしており、中退防止コーディネーター連絡協議会を開催し、各校における取組み状況について、共有化している。　　
· 中退防止の取組み事例集を作成し、中高連携のモデルケースを提示

　　　　１年生における中退率が高いことから、新入生に対する中退防止の効果的な取組みを集約するため、すべての府立高等学校における取組み状況を調査した。

　　　その結果も含め、府立高等学校における中退防止の取組み事例と、取組みを実施するに当たっての留意点を、２０年度の提言に基づいて、中退防止の取組みのガイドラインを示すものとして本冊子に集約した。

府教育委員会では中退の防止に向けて「中高連携」「人間関係づくり」「基礎学力の充実」の三つの方向性に重点を置いた取組みを推進しています。また、１年生が中退者の６割近くを占めることから、この冊子では、１年生に重点を置いた取組みについて、三つの方向性とそれを支える基礎的な取組み、それらを総合した取組み、取組みを効果的に行うための組織づくりについて説明しています。
他校の実践事例を参考にしながら、あるいはヒントを得ながら、それぞれの学校の状況に応じた内容となるよう工夫を加えて、取組みをより効果的なものにしてください。

府内全ての公立中学校に実施した「府立高等学校における中途退学に関する調査」（平成２０年１月１９日）では、中退防止のために効果がある取組みとして、約８割の中学校が「中途退学しそうな生徒への指導における中高教職員の連携」、「合格発表後の新入生に関する情報交換」を、７割以上の中学校が「入学後に実施する１年次生徒に関する情報交換」をあげています。

一方で、９割以上の中学校が「中退しそうな生徒が出た場合、高校からできるだけ早く連絡がほしい」と回答しているにもかかわらず、「中退しそうな生徒について、事前に高校から連絡があった」とする中学校は約５割にとどまっています。

生徒を指導・支援していくためには、生徒に関する様々な情報が必要となります。生徒たちは小学校から中学校を経て高校に入学してきます。高校入学以前の生徒状況を把握することなく、適切な指導・支援は行えません。中学校からバトンを受け取り、生徒の育ちを支援するリレーを継続していくため、積極的に中高連携の取組みを推進してください。


１　合格発表後の中学校訪問 
　入学後に生徒が安心して安全に学校生活を送るためには、入学前から受入れの準備をしなければなりませんが、当然のことながら入学前や入学直後は生徒情報が不足しています。そのため、学校は積極的に中学校や保護者に働きかけ、配慮が必要な生徒に関する情報やクラス編成のための情報などを収集しなければなりません。合格発表後の中学校訪問に積極的に取り組み、生徒の受け入れ準備を万全なものにしてください。

☆ 実施上のポイント

· 合格発表後の説明会において本人・保護者に中学校訪問を実施すること、高校入学後も中学校や関係諸機関と連携して生徒の指導・支援に当たることについて説明し、了解を得る。

· 中学校訪問で収集した情報を最大限に活用する。必要であれば、入学前に三者面談を実施するなどして、情報のより正確な把握と補強に努める。

· 収集した情報は、次年度以降にも活用できるよう校内で共有化するとともに、個人情報の管理に留意する。

■ 中学校の声

· 新入生についての話を聞きに中学校を訪問された先生に、２･３年に進級した卒業生の状況を尋ねても、その生徒について知らないことが多い。

· よく連絡をくれる高校とそうでない高校がある。普段からお互いに連絡を取り合えるようにしたい。







２　要配慮生徒や緊急対応事象に関わる中高連携 
　新入生については、出会ったばかりの高校の教職員よりも３年間をともに過ごした中学校の教職員の方が、当人に対する理解が深いのは当然です。生徒にとっても中学校の教職員の方が身近な存在かもしれません。

中学校から引継ぎのあった要配慮生徒だけでなく、入学直後の個人面談等で配慮が必要であることが新たに明らかになった生徒、高校には入学したものの、「不本意に入学した。」「学校の雰囲気がイメージと違う。」「人間関係がうまく作れない。」ということで高校生活に意欲が持てない生徒、入学直後でありながら遅刻や欠席が続く生徒など、様々な課題を抱える生徒については、その生徒を深く理解し、強い人間関係で結ばれている中学校と積極的に連携して指導・支援に当たりましょう。
☆ 実施上のポイント

· 緊急時だけでなく、普段から機会をとらえて中学校と連絡を取り合い、いつでも連携できる関係を築いておく。

· 中学校に依頼するばかりでなく、個人情報の保護に留意しつつ、積極的に在校生の様子を伝えるなど、双方向の連携に努める。
■ 中学校の声

· 退学の可能性がある生徒については、できるだけ早く連絡をもらった方が連携できることも対応できることも多くなる。退学してから連絡をもらっても何もできることはないので、早期に連絡がほしい。



３　中高連絡会・中学校訪問 
中高連携を効果的に推進していくためには、互いの信頼関係が必要です。中学校と高校が、生徒の指導・支援について積極的に活発な協議・検討を重ねていく中で、互いの人間関係は深まっていきます。定期的に中高連絡会を開催し中学校訪問を行う中で、中学校との信頼関係を深め、連携をより確かなものにしてください。

また、生徒の大きな変化にはすぐに気がつきますが、長い時間をかけて徐々に生じた小さな変化にはなかなか気がつかない場合があります。こういった変化に気づくためには普段の生徒観察が大事なのは言うまでもありませんが、逆に近くにいることで気づかないこともあります。高校の教職員には気づかない変化でも、高校入学以前から生徒をよく理解している中学校の教職員なら気づくことがあります。生徒への指導・支援をより確かなものとするため、中学校と密に連携し、できるだけたくさんの大人が関わりながら生徒を育てましょう。

☆ 実施上のポイント

· 中高連携が双方向の取組みであることを踏まえ、生徒への適切な指導・支援に向け、高校入学後も中学校と連携して取り組む上で、生徒の様子を中学校に伝える必要があることを、生徒と保護者に説明し理解を得る。

· 個人情報保護の観点に留意（Ｐ９「大阪府個人情報保護条例　第８条　利用及び提供の制限」参照）しながら、生徒が中学校を訪問した機会などを捉えて、中学校の教職員から生徒に声をかけてもらえるように、中学校内での情報の共有化を依頼する。

■ 中学校の声

· 卒業生の追跡調査をしようと思って各高校に依頼しても、高校での様子をなかなか教えてもらえない高校がある。定期的に中高連絡会を開催してもらい、卒業生の様子がある程度定期的に把握できるようなシステムを作ってほしい。
· 保護者の中には、中学校卒業後も全面的に中学校に頼ってくる人もいるが、逆に卒業してまでどうして中学校が連絡してくるのかと言う保護者もいる。中高連携の意義を保護者にしっかり理解してもらう必要があると思う。


４　出前授業、体験入学、合同説明会、部活動体験 
不本意入学の防止に当たっては、中学生とその保護者が、各高校における教育活動の具体的な内容と状況について理解を深めることが重要なのは言うまでもありません。しかし、不本意入学だけでなく、中退を防止するに当たっては、個々の高校に対する理解を深めるだけでは十分とは言えません。高校進学がゴールではなく社会に出る一つの通過点であること、高校での教育活動が社会における自己実現のための手段の一つであることなどを理解した上で、高校生活の持つ意義について理解を深めてもらわなければ、中退の防止にはなりません。

出前授業や体験入学などの取組みが、中学生に対する中学校での進路指導に重要な役割を担っている、ひいては中退防止にも大きく寄与するという視点に立って取組みに努めましょう。
☆ 実施上のポイント

· 中学生と保護者の立場に立った、わかりやすいことば・内容となるように留意する。

· 体験入学等に関しては、希望する生徒が参加しやすいように、近隣の学校での日程調整に努める。
· 学校の特色・特徴を最大限に活用しながらも、自校の宣伝に終始することなく、学校の状況を正確に伝えることを通じて、中学生の適切な進路選択に資する内容となるように留意する。
■ 中学校の声

· コース制や教育課程の説明など、高校の教職員には当たり前でも、中学生にとってはわかりにくいことばが並んでいます。また、ことばの華やかさに惑わされる生徒もいます。中学生に理解しやすい説明をお願いします。

· １０月中旬から１月上旬にかけて複数回やっていただけると高校を知ることができる生徒が増えると考えます。

· いいことだけを聞いて入学したが、実際に入ってみるとイメージと違い、高校生活への意欲を失ったということのないように、等身大の学校を紹介してください。

　


　


５　生徒による中学校訪問 
中学校への生徒の近況報告の方法として、生徒自身による中学校訪問を実施している高校があります。これによって、高校や卒業生の様子を知りたいと考えている中学校と、中学校に生徒の状況や高校の様子を伝えたいと考えている高校の、両方のニーズを満たすことができ、生徒自身も中学校を訪問することで、中学校の教職員に自分の様子を直接伝えることができます。また、高校の説明をすることで、中学生の進路指導に役立つことができますから、その経験を通じて自尊感情や自己有用感を育むことにもつながります。さらに、教科の内容とリンクさせることで、学習への動機づけとすることもできます。
☆ 実施上のポイント

· 中学校訪問や中高連絡会の機会を利用して、取組みについて中学校に事前に説明しておく。

· 中学校のスケジュールを十分に確認し、中学校訪問が中学校の諸活動の妨げになったり負担となったりしないように配慮する。

· 一過的な取組みにならないように、ねらいや目的を明確にし、事前・事後の指導とあわせて計画する。
■ 中学校の声

· 生徒たちが中学校を訪問できる機会を作ってほしい。高校での生活の様子や生活状況を聞く機会を作ってほしい。

· 中学校と高校とでは定期考査の時期等が少しずつ異なるので、取組みを計画するときには中学校の教育活動に配慮し、訪問や連絡の仕方についても事前に十分に打ち合わせを行ってほしい。





「平成２０年度中の府立高等学校（全日制の課程）における中途退学及び不登校の状況」（大阪府教育委員会　平成２１年８月）を見ますと、中退事由については、「学校生活・学業不適応」が最も多く、全体の約４５パーセントを占めています。また、その内訳は、「もともと高校生活に熱意がない」が最も高く、次いで「授業に興味がわかない」、「人間関係がうまく保てない」の順となっています。

人間関係づくりの取組みは、人間関係がうまく保てず自分の居場所が見つけられない生徒の居場所を作るだけの取組みではありません。熱意なく高校生活に入ったため目標が見つけられずに悩む生徒、授業に興味がわかず高校生活そのものに意欲がわかない生徒、厳しい生活を抱え学業や高校生活に意欲が向きにくい生徒、そういった様々な課題を抱える生徒に対し、関係する多くの人々がその生徒と人間関係の糸をつなぎ支援する取組みでもあります。

また、人間関係づくりの取組みの推進に向けては、生徒どうしの人間関係づくりに取り組むとともに、生徒と教職員との人間関係づくりにも取り組む必要があります。さらに、人間関係づくりにおいては、お互いの存在を尊重し、違いを認め合い、悩みや気持ちを受けとめながら、信頼し合える関係をめざしていくことが大切です。人間関係づくりの取組みは中退防止のためだけでなく、実は普段からのすべての生徒に対する取組みであることを踏まえて推進しなければなりません。

１　生活実態調査　―入学前の生徒情報収集― 
入学時の生徒情報収集における中学校や保護者との連携の重要さについてはこれまでも述べてきましたが、周囲の大人からの聴き取りだけでは十分とは言えません。本人にしかわからないことや大人には言えない悩みを抱えている生徒もいるでしょうし、自分でも気づいていない心の奥深くにある悩みを抱えている生徒もいるかもしれません。そういった生徒の悩みや課題、小さなサインを発見する手掛かりとするため、生活実態調査を活用してください。
☆ 実施上のポイント

· 調査が生徒の指導・支援に資する適切な内容であること、調査に要する時間や量が適正であることに配慮し、必要な情報が正確に把握できるよう工夫する。

· 収集した情報については、精査、分析、検討を綿密に行い、指導の中で十分に活用する。

· 事後の生徒の状況についても継続的に観察と調査を行う。


２　クラスびらき　―クラスでの人間関係づくりのスタート― 
新たにスタートしたばかりの高校生活の不慣れな人間関係の中、生徒たちは不安でいっぱいです。生徒たちにとって、高校生活の中でいちばん長い時間を過ごす場所がクラスであり、クラスの雰囲気や居心地によって高校生活は楽しくも苦しくもなります。

そのような中で生徒が互いを尊重し、何でも話し合え、安心できるクラスをつくっていく第一歩がクラスびらきです。また、クラスの方向性を決定する上で、生徒と担任の最初の出会いとなるクラスびらきは重要な役割を持っています。担任は、１年間のクラスづくり計画全体を踏まえた上で、生徒相互の距離感が少しでも小さくなるようクラスびらきに取り組み、生徒の人間関係づくりを積極的に支援し、生徒が安心して高校生活を送れるようなクラスづくりに取り組んでいきましょう。
☆ 実施上のポイント

· 担任がどのような人間なのか、どのようなクラスづくりをめざすのかなど、まずはクラスのスタートにかける担任自身の気持ちを伝え、担任自らが生徒に心を開く。

· 担任が自らを語ることで、生徒が語りやすい雰囲気をつくり、生徒から高校生活のスタートにかける期待や思い、決意を引き出し、生徒自身が前向きな気持ちになるとともに、生徒が相互を理解して高校生活を送ることのできるようにする。



＊集団づくりに関しては『ＯＳＡＫＡ人権教育ＡＢＣ Part２－集団づくり－』(大阪府教育センター)を参考にしてください。

３　入学直後の個人面談　―担任と生徒の人間関係づくり― 
人を理解する上で、対話は欠かすことのできない重要な手段です。対話を通じ、生徒とのコミュニケーションを重ねることで徐々に人間関係が深まります。また、生徒の表情や話しぶり、身ぶりの中から、それまでにはわからなかった小さなサインが見つかることもあります。新しくスタートしたクラスの中で、生徒が何を思いどういったことを考えているのか、生徒の状況や内面の把握、生徒理解の深化に向け、個人面談を活用しましょう。
☆ 実施上のポイント

· 中学校訪問等を通じて把握している生徒情報を参考にしながらも、先入観にとらわれることなく常に新たな生徒の状況の正確な把握に努める。
· 生徒の表情や話しぶりなどの態度に表れる様子を見ながら、生徒の内面把握に努める。
· 面談を通じて得た生徒情報の共有化に努め、必要に応じて学年・学校としての方針を決定した上で、生徒を指導・支援する。
· 新たに配慮の必要が生じた生徒についても、家庭や中学校、関係機関と連携するなど早期に適切に対応する。


４　保護者面談・家庭訪問　―家庭との連携・人間関係づくり― 
学校だけが生徒を教育する場ではありません。生徒にとって家庭も重要な教育の場です。教育を進める上で、子どもに対する保護者の思いを知り、方向性を一つにして学校と家庭が連携して取り組むことが大切です。

教職員の知らない家庭での生徒の様子、保護者の知らない子どもの学校での様子を互いに共有するとともに、互いの思いや考えを伝え合い、理解を深め、学校と家庭が連携してともに生徒への教育を行うことによって教育の効果はさらに高まります。
☆ 実施上のポイント

· 小さな情報も積み重なると大きな情報となるので、普段から家庭と密に連絡を取り合い情報交換に努める。その際できるだけ生徒の良さや成長を伝える。
· 聞き出そうという態度は逆に保護者の警戒心につながりかねない。保護者の話をじっくり聴くことがやがて保護者の信頼につながり、保護者の悩みや本音につながっていく。保護者には常に真摯に話を聴く姿勢を示すとともに、話の裏に隠れている保護者の声に心を傾けて聴く。

· 家庭訪問は、生徒の生活基盤である家庭や地域を知る上で非常に重要であるだけでなく、保護者の思いを知り、保護者とともに子どもを育てる学校の姿勢を示す点においても大きな意味を持っている。機会をとらえて積極的に家庭訪問するように努める。
· 個人面談や普段の生徒観察等で課題を感じた生徒については、早期に家庭訪問を計画し、保護者の信頼づくりに努めながら家庭と連携して指導・支援に当たる。

５　特別活動等　―校外学習を活用した人間関係づくり― 
学校を離れて日常とは異なる環境の中での、普段の教育活動とはまた違う体験を通じて、生徒は様々なことを学びます。集団活動や体験活動に参加する中で、人とどう協力すればものごとをうまく完成させることができるのか、人と協力するためにはどのようなことが必要なのかといったことを学びます。また、生徒どうしが、あるいは生徒と教職員が、体験を共有することで連帯感を高め、絆を強くします。
☆ 実施上のポイント

· 活動のねらいを明確にし、他の学習活動とも関連を持たせて事前指導･事後指導を行うなど、継続性のある取組みにする。

· 取組みの内容と活動場所、費用と効果のバランスを考慮するとともに、事後に生徒への追跡調査を行うことによって効果検証を行う。

　



生徒の「生きる力」をはぐくむため、学校では様々な教育活動が行われています。基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して自ら考え判断し表現することによりさまざまな問題に積極的に対応し解決する力をはぐくむ上で、重要となるのは小学校・中学校で身につけた学力です。
さまざまな要因により小学校・中学校における学習面での課題を抱える生徒に対し、高校での学習活動を行う上で、まずはその基礎となる学力を充実・定着させることは喫緊の課題です。

基礎学力の充実を通して、生徒が学習意欲を回復し、学ぶ喜びを知るとともに、学力が向上することで自尊感情や自己有用感を高めることのできるよう、基礎学力充実の取組みを推進しましょう。

１　入学準備のための取組み 
高校への入学が決定した後は、それまで高校入学に向けて緊張し努力を重ねた分だけ、逆に安心する気持ちも強く、気分も緩みがちになるということがあります。入学までの間に学習意欲が低下したり、生活のリズムが乱れてしまったため、高校生活に入っても生活のリズムが戻らず、それが結局中退につながってしまったといったことのないよう、高校入学の意義を再確認し、新たに高校生活を迎える意識づけを行うためにも、入学前から高校生活の準備のための取組みを推進しましょう。
☆ 実施上のポイント

· ３年間の高校生活の導入として入学後の高校生活に資するもの、入学後の事後指導へ継続できるものとなるように配慮・工夫する。

· 中学校を卒業したばかりである生徒の実態に即した、適切な内容となるよう配慮する。
· 取組みのめあてを明確にし、内容に具体性を持たせることで、生徒が目的意識を持って課題に取り組むことのできるように配慮する。

　


２　基礎学力向上の取組み 
中学校時代に、学習面のつまずきや遅れにより学習に対する意欲を失っていた生徒も、高校生活を新たにスタートさせる時点では希望に燃えているものです。学習意欲の欠如や低下に起因する中退を防止するため、あるいは基礎学力充実で得た成功体験を通じて生徒が自尊感情や自己有用感を高め、次の学習への意欲を喚起できるよう、日々の授業改善と基礎学力の充実・定着に向けた取組みを推進しましょう。
☆ 実施上のポイント

· 生徒のつまずきの原因や学習到達度を把握し、各教科における指導内容や方法の改善を計画する。また、教科指導の枠にとらわれずに、ＨＲ等を活用した基礎学力充実の取組みも計画する。
· 取組みにおいては、長期、中期、短期の目標を設定し、生徒自身が自分の達成状況を具体的に自己評価できるように工夫する。

· 内容については生徒が各自の状況に応じて取り組むことのできるもの、教職員の評価や達成度については生徒自身が理解しやすいものとなるように工夫する。




　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　



３　授業改善に向けた授業評価の取組み 
生徒に基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させるとともに、生徒が主体的に学習に取り組む態度をはぐくむためには、教職員自らが授業改善に取り組み、生徒にとって「魅力的な授業」「わかる授業」を実現しなければなりません。

授業改善においては、教職員自らが自分の授業を振り返り、自らの課題について分析することが不可欠ですが、さらに、生徒、同僚の教職員、保護者などによる授業評価を行い、多様な観点から授業を検証し、その成果や課題を共有しながら学校全体で組織的に取組みを進めましょう。
■ 実施上のポイント

· 授業改善を実現するには、各教職員の取組みで終わるのではなく、学校全体として、全教職員が一致して授業評価に取り組む。

· 目標設定から授業評価実施そして授業改善までの流れを明確にするためのＰＤＣＡサイクルに位置づけた年間評価計画を立てる。

· 授業改善に向けて、生徒による授業評価、研究授業による授業評価、公開授業による授業評価などが効果的な取組みとなるよう計画する。

· 評価結果、分析結果及び課題に対する改善方策など、生徒や保護者に効果的に公表するための方策を検討する。






　Ⅰ章からⅢ章までは、三つの方向性に基づくそれぞれの取組みについて説明しましたが、これらの取組みは、それぞれの効果が組み合わさり、積み重なっていくことで中退防止へとつながっていきます。また、中退防止の取組みは、教育活動全体を通じて推進する人権教育、キャリア教育、生徒指導等とも深く関連しています。人権教育における自他の大切さを認め合う態度の育成、キャリア教育における卒業後の夢の実現に向けて努力する意欲の醸成、生徒指導における教職員･生徒間の信頼関係を基礎とした生徒の規範意識の醸成は、中退を防止するという観点からも非常に重要です。
　この章では、新入生オリエンテーションのようにそれぞれの取組みを総合的に推進する場合や、人権教育など中退防止の基礎となる取組みの意義や目的、取組みを行うに際しての留意点について説明しています。

１　取組みの年間計画　－カレンダーによるイメージづくり－ 
　中退防止に取り組む上で重要なのは、しっかりとした計画を立てることです。中退の防止に向けては、学校の教育活動全体を通じて取り組む必要がありますが、漫然と取り組むのではなく、学校・生徒の抱える課題を把握し、それぞれの課題の解決に向けて長期、中期、短期の目標を設定した上で、課題の解決に向け有効な取組みを、三つの方向性と基礎となる取組みの視点に基づいて、効果的に組み合わせる必要があります。

それぞれの課題や状況を踏まえ、学校の特色を活かし、効果的な計画を立案した上で、中退の防止に取り組みましょう。

☆ 実施上のポイント
· 学校としての課題を正確に把握した上で、課題の解決に向けての長期・中期・短期の目標を設定し、一貫した方針を持って取組みを計画する。

· 目標と取組みの内容に具体性を持たせ、取組みの効果が検証できるような計画となるように留意する。
· 必要以上に計画に固執することなく、取組みの状況と目標の到達具合を常に検証し、必要であれば方針を修正するなど、柔軟性を持って計画に対する。



２　高校生活への導入　－新入生オリエンテーション－ 
高校生活の意義に対する理解を深め、中学校との違いや人間関係の変化などに起因するつまずきを防止し、円滑に高校生活に移行できるようにするための導入として、様々な取組みを総合した取組みであるオリエンテーションは、新入生の中退防止に向けて大きな意味を持ち、重要な役割を果たします。
オリエンテーションを契機として、生徒自身がこれから始まる高校生活の意義を十分に理解できるよう、その理解を通して自らの高校生活の在り方について考えることのできるよう、あるいは、部活動や生徒会活動等の課外活動・特別活動に積極的に参加することによって、高校生活をより充実したものにできるよう、オリエンテーションの内容の充実に努めましょう。
☆ 実施上のポイント
· 高校生活を体験したことのない新入生にとって理解しやすい内容となるよう、冗長にならず、説明の要点を明確にし、生徒にとってわかりやすいことばで伝えるように努める。
· 在校生や卒業生の活用方法を工夫して、生徒による生徒への高校生活の意義やノウハウの受け継ぎやバトンタッチに積極的に取り組む。
· 生徒が安全で安心な学校生活が送れるよう、特にいじめやセクハラを受けた場合や教育相談を受ける場合の窓口について周知する。













３　自他の大切さを認め合える人間関係づくり－人権教育の取組み－ 
生徒にとって学校が安心して過ごせる場となるために、教職員は生徒一人ひとりが置かれている状況を把握するとともに、生徒一人ひとりの自尊感情をはぐくみ、いじめのない自他の大切さを認め合える人間関係をつくることが必要です。また、生徒が、自らの課題に気づき、その課題を解決していくことができるよう支援するとともに、様々な人権問題についての理解を深め、それらを解決するための態度･スキルをはぐくまなければなりません。
☆ 実施上のポイント

· 生徒が抱いている不安や悩み、迷いについて、面談やアンケート等を通じて把握する。

· 生徒集団の特徴とともに、生徒一人ひとりの課題について把握し、教職員間で共有する。
· 生徒たちに個別の人権課題について正しく理解させ、当事者である生徒のエンパワメントにも努める。

· 取組みを通じ、生徒が自分の不安や悩み、迷いについて整理できるようにするとともに、それらを解決していくためのヒントを得ることができるようにする。
· 生徒がお互いに相手の不安や悩み、迷いを出し合えるような生徒間の信頼関係をつくる。


４　自尊感情･自己有用感に基づいた勤労観・職業観の育成
 －キャリア教育の取組み－ 
望ましい勤労観や職業観に基づいて将来の夢や希望、社会での自立の道筋をしっかりと描くことができれば、生徒はその道筋に高校生活があり、そこに自分がいることを意識することができ、その意識が高校生活の意義を高めます。また、将来に自らを活かしながら社会に参画し、そこで自己の立場に応じた様々な役割を果たす姿を描くことができれば、自分がやがては社会の一員として貢献すること、社会にあって有意な存在となることを自覚できます。こうした高校生活の意義に対する理解や自尊感情・自己有用感の深化が中退の防止につながります。キャリア教育の取組みはあらゆる点で中退防止に大きく関わっています。
☆ 実施上のポイント

· 一人ひとりの社会的・職業的自立に向けて必要な能力を育成するキャリア教育の目的を踏まえ、発達段階を考慮した上で、各学年における課題を設定し、高校３年間を見通した計画を立てる。

· 各教科・科目における学習と現在及び将来の生活を結びつけ、学ぶ意義が理解でき、学ぶ意欲が高まるような内容となるように工夫する。
· 計画的・継続的なホームルーム活動を通じて、社会的自立を図る上で必要な能力をはぐくむことができるような内容となるよう工夫する。

· 地域や社会全体のキャリア教育に対する理解を深め連携することで、生徒が多くの職業人と触れ合い、異世代とコミュニケーションを図ることができるよう、また、その体験を通じて望ましい勤労観や職業観をはぐくむことのできるように努める。






５　学校に対する信頼感の育成　－生徒指導の取組み－ 
生徒一人ひとりに生命の大切さや善悪の判断など人間としての社会生活のルールや基本的な生活習慣を確実に身につけさせる上で、生徒指導は大きな役割を果たします。

生徒指導においては、生徒自身が指導方針や内容、その意義について理解した上で、学校の指導・支援を受け入れる準備ができていることが必要です。生徒の理解が十分でないまま、無理に指導・支援を行うと、生徒の不満が増すばかりで指導・支援の効果が得られず、さらにその不満が保護者に伝わり保護者の協力も得られないといったことが生じます。また、説明や理解が十分でないまま指導・支援を行うことで、かえって生徒の高校生活に対する意欲が低下したり生徒が居場所を失ったりすることもあります。

☆ 実施上のポイント

· 事象にすばやく対応し指導に空白を作らないよう留意するとともに、生徒への信頼を基礎にしながら、健全育成の観点に立って指導・支援を行う。

· 生徒や関係者から話を十分に聴き、事実確認を確実に行った上で指導・支援の内容を決定する。
· 生徒・保護者に指導・支援のねらいと内容を十分に説明し、課題の解決や問題の改善に至る道筋を明確に示した上で、家庭と連携して指導・支援を行う。

· 停学処分などの指導については、停学期間終了後も事後の経過観察を行いながら生徒の立ち直りを支援する。
· 指導の基準については、指導内容や指導の効果とのバランスを常に検証し、必要があれば見直す。
· 指導の基準を明確にし、生徒・保護者に周知することを通じて指導に透明性、公平性、一貫性を持たせる。


１　校内体制の強化　－中退防止の組織づくり－ 
個々の教職員が把握した生徒情報を活用するシステムが校内にない、あるいはあっても機能していない場合、学校全体で情報を分析し、課題解決に向けて適切な対応を取るということができません。その結果、生徒に必要な指導・支援が行えなかったり、関係機関と適切な時期に適切な方法で連携できなかったりする事態が生じます。
また、恒常的に関係機関との連携を行うための条件整備ができていないために、生徒への指導・支援が継続できなかったり、学校に対する地域からの支援が得られなかったりすることもあります。
中学校をはじめ、地域や関係機関との恒常的な連携に取り組む上で、校内組織づくりや整備は欠かすことのできない要件です。現在の校内組織で十分に役割が果たせているのか、あるいは、校内組織が十分に機能しているのか、点検と評価を行い、より効果的な運用に努めましょう。
☆　実施上のポイント

· 校内組織が、学校の持っている特色や機能を最大限に活用できるものとなるよう工夫する。
· 個々の教職員が把握した情報を全体化できているか検証する。
· 校内組織の中で学校としての方針を決定する上で必要なメンバーに過不足がないか点検する。

· 日常的に外部との連携を行うためのフットワークを備えているか点検する。





２　総合力の強化　－外部関係機関との連携－ 
中退へと向かってしまう生徒が抱える課題は様々です。中退防止に向けて生徒を指導・支援していく上において、それぞれの生徒が抱える課題に即したかたちで、その課題の解決に適切に対応した機関と連携する必要があります。特に、人間関係の希薄さなどが一因となって厳しい状況におかれている生徒に対しては、地域の多くの大人に関わってもらいながら支援する必要があります。

中学校だけでなく、地域との幅広い連携に積極的に取り組み、生徒を支援し、守り育てていきましょう。

☆ 実施上のポイント

· 地域や関係機関に支援を求めるだけでなく、高校も地域の児童生徒に対する支援の一翼を担っていることを踏まえた上で、普段から様々な機関と連携するように努める。
· 学校の特色や、学校がすでに持っているネットワークを最大限に活用して、ネットワークをさらに拡大していけるよう、普段から努める。
■ 中学校の声

· 中退問題は、その生徒の長い生育歴に起因する場合も多いように思われるので、本人が高校を辞めたいと考えているときに、周囲の様々な大人たちの話を聞く機会を作ることが大切であると考えます。


　




☆　本冊子に収録してある記事を内容別に、章－項の順に並べ、以下に示しました。
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中退の未然防止のために


～１年生を中心とした取組みの要点と具体例～





はじめに





本冊子を活用するために





…府立高等学校で実施されている取組みで、それぞれの学校が取組みを計画・実施する上で参考となるものについて、≪　≫にテーマを示し、具体的な内容や要点について紹介しています。








【××高校のケース】





〚事例〛





…取組みの必要性や重要性が具体的にわかるような実例を紹介しています。








◎「　　　　　」教


…府教育委員会の通知や刊行物、府の条例等で参考となる資料を紹介しています。








重要！





…個々の取組みだけでなく、生徒への指導・支援全般において重要なポイントについて説明しています。








…地域での取組みや学校の取組みで、特に参考となるものを紹介し、その内容とポイントについて説明しています。








《参考》








…取組みを行う上で忘れがちな点、忘れてはいけない点についてのワンポイントアドバイスです。








チェック！





ヒント！　








…取組みを計画する上でのきっかけやヒント、アイデアとなるものです。








目　　次





府立高等学校中退問題検討会議と


府教育委員会の取組み





中退の防止に係る取組みについて





Ⅰ章　中高連携の取組み





◎「校種間の連携」について





異なる校種間において、個人情報の保護等の観点に留意しつつ、生徒指導や学習指導の深化・充実につながるよう連携を深めるとともに、教職員等関係者による連絡会を定期的に開催するよう配慮すること。





『平成２２年度　府立学校に対する指示事項　本編　１　確かな学力への取組み』より





チェック！


1年のクラス分けでは配慮したのに、3年になる時は忘れてしまったといったことのないように・・・





〚事例１〛≪生徒情報の事前収集の重要性≫


生徒ａの保護者から入学直後の三者面談の返事がないので、担任が家庭に連絡を取ったところ、当該生徒は日本国籍で日本語に不安がないので気づかなかったが、保護者はルーツが外国にあり、日本語がまったく話せない。電話では保護者とのコミュニケーションが取れないので、急遽、外国語を担当する教員に通訳を依頼することになった。





＊新入生を迎えるに当たっての準備として、生徒の生活環境や生育の過程などをはじめとする、生徒の指導・支援に必要な情報の収集はできていますか?





〚事例２〛≪生徒の思い・悩みを踏まえた情報の共有≫


中学校訪問で、「生徒ｂは、自分の書く文字に非常にコンプレックスを抱いている。小学校時代に、字のことで不登校になりかけた。ノート提出や答案の返却の時には気をつけてもらいたい。」との情報を得たので、各教科担当に情報を提供し、生徒ｂへの対応に配慮してもらうよう呼びかけた。担任との人間関係がある程度できた後の個人面談で、生徒ｂは自分から字のコンプレックスについて話をしたので、担任は「誰でも得手不得手はある。」と自らの苦手な部分の話をした。担任の話に共感した生徒ｂは安心して学校生活が送れるようになった。





＊人によって思いや悩みは様々です。何気ないひと言が人を傷つけてしまうということもあります。教職員が生徒に発したことばが、生徒にとって「何気ないひと言」にならないための情報の共有化はできていますか?





重要！　「情報の重要度」


一見些細に思える情報でも、その生徒と接する上で必要・不可欠なものがあります。また、その情報が必要かどうか、その場面にならなければわからないこともあります。普段から、細かい情報にも敏感に反応し収集しておくようにしましょう。さらに収集した情報は校内で共有化し、学校全体で活用する体制を整えておく必要があります。





【Ａ高校のケース】≪合格発表後の中学校訪問のスケジュール≫





２月初旬―入学志願者の出身中学校長あてに、合格発表後の中学校訪問の依頼文を発送。（依頼）


２月中旬―聞き取り内容に関して、合格者に関する事項及び在校生に関する新たな事項の確認と整理、在校生に関する中学校からの質問に対する回答の準備と整理。（準備）


合格発表―合格者登校でクラス編成について説明、あわせて中学校訪問の了解を得る。（同意）


発表翌日―この日から３日間、学年団を中心に２０名で、生徒の出身校を訪問する。２名体制で、５校を訪問。聞き取りとともに、入学後の連携を依頼。（訪問）





この後、情報の整理（データベース化）とクラス編成作業、要配慮生徒受入れ準備（活用）、入学後の中高連携と生徒観察（情報の更新）へ。





＊後期選抜のＡ高校は、早期からの準備と普段からの中高連携によって、合格発表後の短期間に中学校訪問を終えています。合格発表後や定期の中高連絡会だけでなく、普段から中学校と連絡を取り合うことによって、いつでも中学校と連携できる関係を築いておくことが大切です。





◎「大阪府個人情報保護条例 第７条　収集の制限」





第７条


実施機関は、個人情報を収集するときは、あらかじめ個人情報を取り扱う目的を具体的に明らかにし、当該目的の達成のために必要な範囲内で収集しなければならない。


２　（略）


３　実施機関は、個人情報を収集するときは、本人から収集しなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限りでない。


(1)*1本人の同意があるとき。


(2)法令又は条例の規定に基づくとき。


（略）


(5)個人の生命、身体又は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるとき。


（略）


(7)前号に掲げる場合のほか、大阪府個人情報保護審議会（以下「審議会」という。）の意見を聴いた上で、本人から収集することにより、個人情報取扱事務の目的の達成に支障が生じ、又はその円滑な実施を困難にするおそれがあることその他本人以外のものから収集することに相当の理由があると実施機関が認めるとき。


４　（略）


５　実施機関は、次に掲げる個人情報を収集してはならない。ただし、法令若しくは条例の規定に基づくとき、犯罪の予防等を目的とするとき又は審議会の意見を聴いた上で、個人情報取扱事務の目的を達成するために当該個人情報が必要であり、かつ、欠くことができないと実施機関が認めるときは、この限りでない。


(1)思想、信仰、信条その他の心身に関する基本的な個人情報


(2)社会的差別の原因となるおそれのある個人情報





＊１　「本人の同意があるとき」とは、本人以外のものから収集することについて口頭又は文書により本人の同意がある場合をいう。（「大阪府個人情報保護条例　解釈運用基準」）





（参考「大阪府の個人情報保護制度のご案内」� HYPERLINK "http://www.pref.osaka.jp/johokokai/jigyo2/index.html" ��http://www.pref.osaka.lg.jp/johokokai/jigyo2/index.html�）








◎「府立学校の入学事務に関わって、


学級編成に必要な個人情報を本人以外から収集することについて」





・当該事務の遂行に必要な情報は、まず本人及び保護者（以下「本人等」という。）から収集することとし、やむを得ず本人等以外から収集するときは、合格者説明会の場等において本人等に対し説明するなど、その必要性や情報開示の対象となることについても十分理解されるよう努めること。


・本人等以外から収集する個人情報は、入学する生徒が健やかに学校生活を行う上で、学級編成に特に配慮が必要とされる生徒の仲間関係及び心身に関する必要最小限の情報に限定し、心身に関する個人情報以外のセンシティブ情報は収集しないこと。


・当該事務の執行状況について、その結果を速やかに本審議会に報告するとともに、当該情報を本人等以外から収集する場合、できる限り早期に本人等の同意を得て収集する体制に移行すること。





「大阪府個人情報保護審議会答申題11号『個人情報の取扱いに関する意見について』（平成１０年３月１３日）」より


�






◎「個人情報の収集について」





弁護士からのワンポイントアドバイス





「中高連携」での生徒情報交換については、大阪府個人情報保護条例の規定（第七条第３項第一号）に基づき本人・保護者の同意を得て実施するのが基本ですが、本人の同意がなくとも中学校からの情報収集が認められる場合があります。


たとえば、入学時のクラス編成に必要な情報の収集については、合格者説明会等で必要性を説明しておくこと等により中学校から情報を得ることが可能です（同条例第七条第３項第七号）。


また、虐待やリストカット、深刻な非行ケースなど、生徒の生命、身体又は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるケースにおいては、本人や保護者の同意なく収集することが認められています（同条例第七条第３項第五号）。


更に、虐待などにより「要保護」、「要支援」と考えられる生徒については、児童福祉法に定められている地方自治体の要保護児童対策地域協議会に通告・登録することにより、本人等の同意がなくとも、同協議会のケース会議等を通じて情報収集することが可能になります（同条例第七条第３項第二号）。


生徒の「最善の利益」のために中高連携が必要と思われる事項については、合格者説明会等のアンケートを利用したり、個別に必要性を説明することによって、本人・保護者の同意を積極的に得ていくことが望ましい対応ですが、同意を得ることが困難なケースにおいても、上記のように、明らかに連携の必要性が認められる場合には、情報収集が認められることが少なくありませんので、いたずらに躊躇することなく、必要だと思われる場合には、教育委員会と相談しながら、情報の収集を行うようにします。





峯本耕治（弁護士　長野総合法律事務所）





『学校・家庭・地域をつなぐ保護者等連携の手引き∼子どもたちの健やかな成長のために∼』（大阪府教育委員会）より








チェック！


「連絡」するだけでは「連携」にはなりません。中高で、お互いの情報をどう活用し、生徒の指導・支援にどうつなげるのか、具体性を持って取り組むことが大事です。





〚事例３〛≪生徒の状況に合わせた組織的な対応による安心できる環境づくり≫





異性の教師に対して非常に強い依存心を抱く生徒ｃ。支援教育コーディネーターが中心となって、ケース会議を開き、生徒ｃの現状把握を行った。そこで決定した方針に従い、担任と保健主事が出身中学校を訪問し、元担任から中学時代の支援状況を聞き取った。そこから、生徒ｃが同世代の人間と友人関係が築けないため、異性の教師に対して過度の依存心を抱くことが判明。その後、保護者とも連携を取り、生徒ｃへの対応を協議。その情報を学校の全教職員で共有して対応。現在では当該生徒が過度の依存心を抱くといったこともなくなり、良好な学校生活を送っている。





＊課題解決に必要な関係機関との具体的な連携の在り方について、教職員の共通理解を図り学校の方針を決定する上で、ケース会議を開くことは非常に有効な方法です。





重要！　「組織的な対応」


同じ情報でも、人によって判断が違うため、個人で判断して対応した場合、その対応に差が出ますし、その対応が適切でない場合があるかもしれません。生徒に関する情報は校内で共有し、全教職員が共通認識を持って、学校全体として一貫した方針に従って事象に対応しましょう。





《参考》【東大阪市立中学校と旧５学区の公立高等学校との連携】





旧５学区の府立高校と東大阪市立中学校が連携し、生徒指導に関する協議会を開催しています。中学校と高校の生徒指導主事が集まり、６月と２月の年２回、高校と中学校をそれぞれ１回ずつ会場として開催されます。


協議会の内容は、各学校の特色や生徒の様子の紹介、各学校が抱える課題やその課題克服のための生徒指導の取組みの説明、生徒指導上の諸問題をテーマとしてのグループ別協議や外部講師を招いての講演などで、地域の生徒指導の充実に向け、中高が連携して取り組んでいます。





＊それぞれの地域性を活かし、その特色に見合った中高連携を推進しましょう。








◎「大阪府個人情報保護条例　第８条　利用及び提供の制限」


第８条


実施機関は、個人情報取扱事務の目的以外に個人情報を、当該実施機関内において利用し、又は当該実施機関以外のものに提供してはならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限りでない。


(1)本人の同意があるとき又は本人に提供するとき。


(2)法令又は条例の規定に基づくとき。


（略）


(4)個人の生命、身体又は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるとき。


（略）


(9)前各号に掲げる場合のほか、審議会の意見を聴いた上で、公益上の必要その他相当な理由があると実施機関が認めるとき。


２　実施機関は、実施機関以外のものに個人情報を提供する場合において、必要があると認めるときは、提供を受けるものに対して、当該個人情報の使用目的若しくは使用方法の制限その他の必要な制限を付し、又はその適切な取扱いについて必要な措置を講ずることを求めなければならない。


３　実施機関は、審議会の意見を聴いた上で、公益上の必要があり、かつ、個人の権利利益を侵害するおそれがないと当該実施機関が認める場合を除き、実施機関以外のものに対して、通信回線により結合された電子計算機（実施機関の保有する個人情報を実施機関以外のものが随時入手し得る状態にするものに限る。）を用いて個人情報の提供をしてはならない。（略）





（参考 「大阪府の個人情報保護制度のご案内」� HYPERLINK "http://www.pref.osaka.jp/johokokai/jigyo2/index.html" ��http://www.pref.osaka.lg.jp/johokokai/jigyo2/index.html�）





【Ｂ高校のケース】≪出前授業の取組み≫





中学校の進路ホームルームへの参加


「学校の宣伝ではなく高校を選ぶときに大切にしたい視点についての話を」という中学校側のリクエストに応えたものである。高校選びの話だけでなく、「生涯にわたって求められる『生きる力』を念頭におきながら、中学生に考えてほしいことを話すようにしている。


【話の主な内容】


・「人生の目的」－人生の目的は高校進学や就職ではなく、「幸せ」になること。


・「ウサギとカメ」－ウサギはカメを見て走った。カメはゴールを見て走った。人と比べてばかりいないで、ゴールを見つめよう。


・「高校選びは恋人選び」－人は誰でも長所と短所があり、高校も同じ。同じ選ぶなら長所と短所をしっかり理解した上で、好きになって選ぼう。そのためには相手をよく見て研究し、じっくり知ることが大切。















































＊Ｂ高校のケースのように中高連携が中学校にとってもさらに有意義なもの


　となるよう、高校の教職員の力を活用した、中学生に対し効果的な取組みの


推進に努めましょう。





〔中学生の感想〕


私は人生には無駄がないと思っています。昔、つらいことがあったのですが、今はそのおかげで昔より心が強くなったからです。今日先生から「勉強は無駄じゃない」と聞いて、「やっぱり勉強もかぁ！」と思ってなんだか少しうれしかったです。


次に、「何のためにがんばるのか」は、私にはうまくことばにできなかったのですが、「幸せのため」と聞いて、「なるほど！」と思いました。


「高校選びは恋人選び」についての、「どうせならほれた相手に」というのは、「やっぱりそうだよなぁ」と思いました。今のところ理想の相手とは微妙につりあっていませんが、できる限りがんばってアタックしてみようと思います。


そして「ウサギとカメ」の話。私もカメと同じようにゴールを意識して走っていきたいです。


最後に、小さなことを積み重ねるのが、とんでもない所に行く唯一の道と聞いて、地道にでもいいから前に進んでいこうと思いました。





【Ｃ高校のケース】≪生徒による出前授業の取組み≫





中学校の進路学活への生徒派遣


生徒を中学校に派遣して、中学生に高校生活について話をさせる。中学校から生徒を指名してくる場合もあるし、高校側で出身中学の生徒から選択する場合もある。本校の場合、２年からのエリア制（興味関心に基づく科目選択）が特色の中心であるので、エリア制の話ができる生徒やエリア制活用による進路実現を考える生徒を派遣することが多い。自分たちの中学校を卒業した身近な高校生の話であるので好評である。高校生にとってもプレゼンテーションのいい機会になっている。





＊大勢の人にきちんと話をする、説明をするという体験だけでも生徒には大きな財産となります。さらに中学校の先生や後輩たちから頼りにされる、信頼されるという経験を加えることで、生徒の自尊感情や自己有用感は大きく育ちます。











《参考》「府立高等学校における中高連携の具体例」





前ページのＣ高校は、１年間を通じてたいへん活発に中学校との連携を推進していますが、そこには地域の中学校の大きな協力と支援があります。より充実した教育活動を推進する上で、地域の中学校の継続的な協力と支援は不可欠ですが、高校からの一方的な取組みだけでは継続的な協力･支援を得ることは難しいでしょう。高校・中学校ともに教育活動がより充実したものとなるよう、双方向の中高連携に努めましょう。


下にＣ高校が１年間に実施している中高連携の取組みをあげてみました。Ｃ高校の取組みを参考にしながら、それぞれの学校の特色を活かし、中退防止のための双方向の中高連携の推進に積極的に取り組みましょう。





Ｃ高校における中高連携の取組み


Ｃ高校では、××市内１５中学校の内、近隣の９中学校を「地元中学校」と位置づけている。


いずれも「Ｃ高校を育てる会」の構成校で、中学校３年生対象の進路説明会や進路学活に毎年必ず招いていただいている。「中学生からみたＣ高校」「中学生の保護者からみたＣ高校」といったサポートの提言も折に触れて頂戴している。９中学校の他に比較的近隣のＡ中学校からも毎年１０名近い生徒が入学していて、中高連絡会等で積極的に連携している。





Ｃ高校を育てる会


高校設立当初は中学校側が主体となって、地元高校としてのＣ高校の取組みや学校改革についての意見交換が行われたが、現在は高校（地域連携担当）が主体となって取組みを推進している。


２ヶ月に一度、高校に地元９中学校の進路担当者に集まってもらい会議を開催している。高校の取組みや入試情報の説明、中学校の進路学活などについての意見交換を行うとともに、高校への提言もいただく。この会議を通じて中高連携に関わる多くの取組みが計画・実施されている。市内の１５中学校のうち、９中学校が参加している意義は非常に大きい。








〖中高連携の年間の取組み〗


①中学校進路説明会（保護者・生徒）－９中学校で実施


②中学校の進路学活への教職員参加－３中学校で実施


③中学校への出前授業（中学校３年生対象）－４中学校で実施


④中学校の進路学活への生徒派遣－５中学校で実施


⑤中学生の高校探検・見学（校内見学と聞き取り）－４中学校で実施


⑥サマーオープンスクール－８月下旬に実施　⑦オープンスクール－１０月下旬に実施


⑧学校説明会－１２月上旬に実施


⑨府立高校合同説明会－９月上旬に××市民会館で実施


⑩Ｃ高だより（学校情報紙）－市内中学校への送付、オープンスクールでの配布


⑪Ｃ高カップ（部活動連携）－７月中旬と８月下旬の２日間ずつで１０００名を超える中学生が参加


⑫中学校訪問－３月、６月、９月に実施


⑬中高連絡会－６月下旬から７月上旬にかけて３回、１０中学校で実施


⑭生徒に関わる情報交換－市進路保障協議会との定期情報交換、中学校追指導担当者との随時連携


⑮生徒組織による出前授業「AIDSについて」－１１月、２月に２中学校で実施





＊これらの取組みは、多くの人が携わる中で築き上げられてきたものです。各学校の特色を活かし、それぞれの取組みを築いていきましょう。





Ⅱ章　人間関係づくりの取組み





【Ｄ高校のケース】≪アンケートの設問例≫





〖教育相談に関連して〗


あなたは毎日の生活が楽しいですか。


あなたが普段の生活で、充実していると感じるのはどのようなときですか。


悩み事や困ったときの相談相手として、選んだ相手は誰ですか。


相談した経験のある人は答えてください。相談して役立ちましたか。


これから始まる高校生活で、現在、不安に思っていることがありますか。


現在の不安について、誰かに話を聞いてもらいたいとか、相談したい気持ちはありますか。





〖生活実態や自分自身に関連して〗


あなたは、友達から、自分がどのような人だと見られたいですか。


今までで一番頑張ったことは何ですか。


好きな場所、心落ち着く場所はどこですか。


一人のときはどんなことをして過ごしますか。


今、夢中になっていることは何ですか。


何か資格や免許状を持っていますか。





〖中学校生活について〗


中学校で楽しかった思い出を一つあげるとすれば何ですか。


中学校でクラブ活動をしていましたか。


中学校３年間の欠席は何日くらいですか。





〖家庭生活・基本的な生活習慣について〗


朝ご飯・晩ご飯はきちんと食べていますか。


睡眠時間はおおよそ何時間ですか。


朝は自分で起きますか。誰かに起こしてもらっていますか。


家でもっとも話をするのは誰ですか。


１ヵ月のおこづかいはいくらですか。おこづかいの主な使い道は何ですか。


アルバイトをしようと思っていますか。





〖高校生活について〗


この高校を選んだ人や勧めてくれた人は誰ですか。


この高校はどんな学校と聞いて、受験を決心しましたか。


高校生になって、始めたいことは何ですか。


一緒に通学する友達がいますか。


得意な教科は何ですか。


苦手な教科は何ですか。


１日何時間くらい勉強しますか。


１週間でまったく勉強しない日は何日ありますか。





＊調査の結果が適切に活用され、生徒への適切な指導・支援につながるように、各学校の生徒の状況にあわせ、調査のねらいや目的、調査方法、内容、事後指導の在り方などを工夫し、取組みを推進してください。





【Ｅ高校のケース】≪クラスびらきの取組み≫





○　ねらい


高校３年間のスタートとして、「自分を開く」こと「相手(の話・存在)を受け入れる」ことを大切にする。そして、そのことによってクラスの中の緊張の壁をこわし、リラックスできる安心な空気を創る。また、同時に、大切にしたい規範を創る。


○　目標


１【レスポンス・モチベーション】「今ここ」の時間・空間・自分・他者に、しっかりResponse(反応)し、自らモチベーション(熱意)を上げる。


２【安心感】自分の話が「聴いてもらえた!」という安心感を実感する。


３【主体性】Ｅ高校では、「自分から参加することが大切だ！」ということを実感する。


４【規　範】クラスの中の緊張が取り除かれ、良い規範が創られ、居心地の良い空間を体感する。


○　大切にしたい言葉（キーワード）


わたし　ものがたり　信頼　反応　「きく・うけとめる・ひらく」　安心　規範　今ここ　・・・


○　時期　　入学してまもない４月１１日


○　場所　　校内　特別教室　ホームルーム以外のフラットにできる部屋


○　プログラム


（例）「名札づくり」。




















＊単純そうに見えることを日々積み重ねていくことによって人間関係は深まり、中退防止につながります。普段から地道に、ちょっとしたことにも気を配りながら人間関係づくりに取り組みましょう。








恥ずかしがりやの


にっしー





「今日は、自分をこう呼んでほしい」という呼び名





「自分を一言でいうとこうなる」という「まくらことば」





単純なようではあるが、このことが、「自分を見つめる」「自分を開く」ことにつながる。








ヒント！　「受容・傾聴・共感の姿勢とスキル」





受容・傾聴・共感の姿勢を見せる


子どもはいつも受け入れて欲しいと思っています。すべては受けとめることから始まります。自分を否定されてしまっては、心を開くことができません。そして、子どもの言葉に心を傾けて聴きます。反応を示しながら聴くことを、積極的な傾聴（アクティブリスニング）と言います。共感とは、子どもの感情に寄り添い理解することです。こうした姿勢を通じて、「あなたの存在を大切に思っている」というメッセージが伝わり、信頼が生まれます。





子どもの心の扉を開き、信頼関係をつくる


話を聴くということは、一人の人間としての子どもを尊重し、信頼の関係をつくるということです。子ども・人間を好きになること、存在をあるがままに受けとめることが大切です。





『ＯＳＡＫＡ人研教育ＡＢＣ Part２－集団づくり－』（大阪府教育センター）より











〚事例４〛≪生徒の発するサインに気づき、生活や状況の変化を読み取る≫





合格発表後の中学校訪問でも、中学校から特に何の引継ぎもなかった生徒ｄ。高校生活が始まり、個人面談のために教室に入ってきた生徒ｄを見た担任は、少し足の痛そうな歩き方をしているのが気になった。担任は念のため、「どうかしたの？」と声を掛けたが、生徒ｄは「何でもない。」と答えた。その答え方も少し気になったので、さらに尋ねてみたが、生徒ｄはやはり「別に何もない。」と答えるだけであった。面談が進み家族の話になったが、家族についてはあまり話したがらない生徒ｄの様子を見て、担任が「家で何かあるの？」と尋ねてみたところ、生徒ｄはしばらくためらった後に、前日に義父から蹴られたことを話し出した。さらに詳しく担任が聞いたところ、中学３年の終わりに母が再婚した相手から暴力による虐待を受けていることがわかった。





＊生徒の状況は刻々と変化します。状況の変化や新たな問題の生起による課題の解決に向けては、迅速かつ適切な対応が必要です。生徒の発する小さなサインを見逃さず、対応に遅れを生じさせないために、生徒観察や生徒との対話に努めましょう。





ヒント！　「家庭訪問のポイント」





Ａ　家庭での様子を知る　　　　　　　　　　Ｂ　子どもの良さや成長を伝える


Ｃ　日頃からの家庭訪問が信頼関係に　　　　Ｄ　保護者とともに子どもを育てる


Ｅ　行為の誤りを指摘し、今回の目標を　　　Ｆ　子どもの生活、家庭環境を知る


Ｇ　保護者の願い・思いを知る　　　　　　　Ｈ　保護者の話を共感的に聞く


Ｉ　他の子どもと比較しない　　　　　　　　Ｊ　教職員自身の成長





＊上記のポイントについては、『ＯＳＡＫＡ人権教育ＡＢＣ Part２－集団づくり－』（大阪府教育センター）の中で詳しく説明されています。人間関係づくりの取組みを推進する上での参考となる内容がたくさん示されていますので、ぜひ参考にしてください。





【Ｆ高校のケース】≪卒業生の力を活用した宿泊研修での人間関係づくり≫





目　的－生徒相互の人間関係づくりを促進して、生徒の持てる力を自然に発揮できる環境づくりを図る。


場　所－府立少年自然の家　　　日　時―４月１７日、１８日


内　容－卒業生の力を活用して、「私を開いて、クラスをひらく」をコンセプトに、アイスブレーキング、コミュニケーションや課題解決のゲーム・夜のキャンプファイヤーを実施し、翌日の自己開示と他者理解の時間につながるプログラムを計画。


日　程


第１日目�
第２日目�
�
 8:45�
学校出発


（生徒主導でバスレク）�
 7:15�
朝の集い�
�
10:00�
現地着�
 7:30�
朝食�
�
10:30








�
全体オリエンテーション


生徒司会係から卒業生紹介


アイスブレーキング


（卒業生の司会で「凍り鬼」）�
 9:00





























�
クラスミーティング


「私」を語る


担任がまず自らを語り、ひとつのモデルを提示する。


各自でテーマに沿って絵を描く。


車座になって絵を見せながら自分を語る。


様々な思いを持った人間が集まって作るクラスについて語り合う。�
�
11:30�
昼食�
�
�
�
12:30




















�
クラスレクリエーション


（卒業生司会）


サークルボール（協力しながらボールをパスするゲーム）


オールスタンドアップ（手をつないで立ち上がる。２人から多数へと人数を増やしていく）�
�
�
�
14:00








�
食材配布


くじ引きで配布された食材を確認し、メニューを考えて他班とトレード、夕食を完成させる。�
11:30�
昼食�
�
�
�
12:30





�
全体オリエンテーション


校歌練習


退所式�
�
18:00�
キャンプファイヤー�
14:00�
現地発�
�
22:30�
就寝�
15:00�
学校着�
�







































＊高校生活の意義や大切さを最も強く感じているのは、高校生活を終えたばかりの卒業生かもしれません。卒業生が自ら体験して学んだ高校生活の意義を、卒業生が高校生活で身につけた力を活用して新入生にバトンタッチすることで、新入生の高校生活に対する意識もより高まります。





【凍り鬼】


○　ルール


・鬼ごっこで、鬼にタッチされた人はその場で凍る。そして助けてのポーズをしながら大声で「助けて！」と叫ぶ。


・自由に動ける人は「助けて！」と叫んでいる人にタッチをして助けてあげることができる。タッチしてもらった人はふたたび自由に動けるようになる。


○　ポイント


・助けてのポーズの練習をする。（体を動かし、声を出し、心を開くためのウォーミングアップ）


・終わった後に感想を聞く。（鬼をやったときの感想、逃げたときの感想、助けてもらったときの感想、助けたときの感想）


○　ねらい


・しんどいとき、助けてほしいときは「助けて！」と声に出す。助けられる人が助けを出す。





Ⅲ章　基礎学力充実の取組み





【Ｇ高校のケース】≪授業内容の具体的提示≫


中学校までの学習内容の復習課題、高校で学ぶ学習内容の予習課題、教科別の授業の受け方・ノートの取り方をまとめた冊子「授業攻略㊙マニュアル」を配付し、高校の学習内容への移行をスムーズにする。


 [授業攻略㊙マニュアル]


○学習のめあて　○最初の授業に持ってくるもの


○予習の仕方　　○授業の受け方


○ノートの取り方、作り方


（指示を明確にし、具体例を図示したモデルを提示）





＊新たに始まる授業への準備に向け、授業のめあてや持参するものを確認するだけでなく、ノートや作業の内容を具体的にとらえることで、授業へのイメージがより確かなものとなり、学習に対する意識も深まります。





ヒント！　「行間を読む」


作文等を課す場合は、ねらいを明確にした上でテーマを設定しましょう。生徒の書く作文は、高校生活への動機づけだけでなく、生徒の状況や内面を知る貴重な情報源となります。また、文字に表れた情報だけでなく、行間に隠れている情報を読み取り、生徒への指導・支援に活用してください。





重要！　「基礎学力調査をはじめとする各種調査・アンケート」


課題解決に取り組むには、適切な調査と調査結果に対する分析を行い、課題を正確に把握し、その課題を解決する有効な手段・方法を決定するという作業が必要です。ポイントが的確に押さえられていない調査をもとに取組みが決定されたのでは、取組みそのものが有効なものとならず効果が上がりません。現在学校で実施している調査やアンケートが、取組みに対し有効なのか、無駄や不足はないのかを一度点検してみましょう。





☆ 実施上のポイント


全体の傾向だけでなく、個々の生徒の抱える課題を把握できるよう、調査結果の分析と情報の共有化に努める。


調査結果をデータベース化し、事後の追跡調査を行い課題解決の進捗状況が検証できるよう工夫する。





＊各種調査やアンケートを活用して様々な課題解決に取り組む場合の一連の作業の流れは下の図のようになります。課題の解決に努める上で、進捗状況の調査と結果の検証は特に重要です。進捗状況を常に見ながら、必要に応じて取組み内容の修正に柔軟に対応しましょう。





②調査








⑤解決策の検討








⑦進捗状況の調査








④課題の特定





⑥取組みの実施








⑧結果の検証





①課題の認識








③分析








⑨新たな課題





再検討





再検討





重要！　「卒業や進級に関する規定」


近年、社会や人々の意識が大きく変化し、教育を取り巻く環境も変化しています。こうした変化の中、現在校内で運用されている様々な規定や制度が、社会の変化に見合っているか、検証してみる必要があります。特に中退防止に向け、基礎学力充実の取組みと平行して、卒業や進級に関する規定が現在の生徒の状況に見合ったものであるか、一度点検してみてください。








【Ｈ高校のケース】≪学校設定教科による基礎学力の充実≫





ねらい


教科の枠に縛られない、教科書に縛られない、自学自習での展開を通じて、生徒の学習に対する意欲と前向きな姿勢を導き出す。


生徒が勉強の面白さ（「学ぶ喜び」）を再発見することで、自身の学習意欲をさらに向上させることをめざす。


授業の研究成果を他教科の指導にも活用することで、学校全体の授業改善をめざす。


指導体制


各時間１クラスを３名で担当。担当者は、国語、社会、数学、理科、英語から計８名。


毎週各教科から代表１名が集まり、科会を開いて教材の検討や打ち合わせを行う。


スクールインターンシップの大学生４名が協力。


授　業


数学、英語、国語、理科、社会の順に、各教科で１時間分として５枚のプリント（４級～１級、特級）を作成し、授業の中で生徒自身が完成させていく。


生徒が各自で、問題を解いて答え合わせが終われば、担当教職員がそのプリントとスタンプカードにスタンプを押す。


わからない問題については生徒が個々に教職員に質問する。先に進めない生徒については、教職員が横について教える。


各時間のはじめに前回の授業についての簡単な確認テストを実施する。


ファイルにプリントをとじ、各学期の考査日に提出する。


成績・評価


各学期とも、考査点７０パーセント、平常点３０パーセント。


平常点は出席点とスタンプ点、授業態度も考慮する。


考査はマークカード方式で１００問。


その他


期末考査前に指名生徒対象の勉強会を実施。


テスト返却の際に、授業評価アンケート実施。


生徒の理解が十分でない数学の「割合」については授業を実施。


課題


市販の教材は利用しづらく、生徒の学力等の実態を見て新たに作成することが望ましいが、諸条件において困難な面も多い。


各教科の内容については、授業での内容とリンクさせたり、他教科の内容も取り入れることが望ましい。


生徒にとって「楽しい科目」であり、「基礎学力の定着を図れる科目」であることが重要だが、この二つのバランスを取るのが難しい。


ビジョン

















わかる喜び


教職員からの肯定的評価





取り組みが


可能な課題





意欲の再生


・向上





自信の回復、傷の癒し、


基礎学力の定着





次の課題への


チャレンジ



















































































＊生徒は成功体験を通じて意欲や自尊感情をはぐくみます。それが次への動機づけとなり、さらに成功体験を積み重ねます。学校の特色を活かし、学習の好循環のきっかけづくりに取り組みましょう。





授業を担当して





　　「先生、スタンプ押してください。」


　　「１級までできた。すごいやろ。」


　　「私の方が先に手をあげたのに。」


「教養」の授業は賑やかだ。生徒たちの顔は輝き、教室のあちらこちらから上がる生徒の声の対応に私も、チームを組んでいる先生も、応援に駆けつけて下さっている先生方も大忙しだ。中には、ここが解らないという生徒の横で、分数を丁寧に教えている先生もいる。


　Ｈ高校に通う生徒の多くは、勉強に苦手意識があり学習意欲に欠けがちだ。生活環境に問題を抱えて落ち着いて学習に取り組めない生徒もいる。この四月からＨ高校に赴任した私は、それでも多くの授業が静粛に保たれていることに驚き、感心すると同時に、もっと生徒に生き生きと学ぶ喜び・楽しさを与えることはできないものだろうかと、おこがましいが感じていた。そんな中でのこの授業。生徒たちは、自分にも解けるんだと喜び、解けるたびに、押してもらえるスタンプに手放しで喜んでいる。スタンプを押したり、質問に答えたり、普通の授業の３倍ぐらい慌ただしくて目が回りそうになるが、生徒の笑顔が見られるので、この授業は私にとっても楽しい授業である。とにかく生徒が笑顔なのがいい。生徒を切り捨てるのではなく、フォローしていこうとする発想がなければこういう教科は生まれなかっただろうと思う。


　もちろん、まだまだ課題は多い。生徒がつまずいているのに気づきながら、一人一人がつまずく箇所も違っているので、そのすべてに対応しきれていないのが現状である。もれなく対応するには、教員がいくらいても足りないかもしれないが、やはり一人でも多くの生徒につまずきの克服の手助けをして、それを重ねることで学習意欲ひいては生活意欲も喚起できればと願ってやまない。そのためにどうシステム化していくかが一番大きな課題だと思っている。











ヒント！　「授業びらき」― 授業における人間関係づくりのスタート ―


Ｐ１５「クラスびらき」には、「新たにスタートしたばかりの高校生活の不慣れな人間関係の中、生徒たちは不安でいっぱいです。」とありますが、高校での授業は、中学校と比べて教科・科目が増え、内容も難しくなっていますので、生徒は授業に対しても不安でいっぱいです。さらに生徒は、「高校には留年がある」というプレッシャーも感じています。


そんな生徒にとっても、各教科・科目の担当者にとっても、最初の出会いとなる授業びらきは非常に重要です。生徒たちが安心して積極的に教科活動に取り組むことのできるよう、各教科・科目で学習する意義や、授業のすすめ方などについて説明するとともに、授業にかける教科担当者の気持ちを伝えましょう。教科担当者の思いを伝えることで、生徒の意欲を引き出せるような授業びらきとなるように、１年間を通じて生徒が確かな学力をはぐくむことに積極的に取り組むことのできるような授業となるように、その第一歩としてふさわしい内容となるように工夫してみましょう。





《参考》「授業評価の取組み例」


�








【Ｉ高校のケース】≪授業改善アンケート≫


・目的　すべての科目について生徒から多面的な評価を知ることにより、その後の授業内容や指導方法の改善を通じて、授業力を向上することを目的としている。


・対象　全校生徒に対して、受講している全科目についてアンケートを実施。（校内で作成した専用マークシートを使用）


・時期　前期中間考査終了後（６月）及び後期中間考査終了後（12月）。


・方法　質問１～９について、「あてはまる」は「＋１」、「どちらともいえない」は「０」、「あてはまらない」は「－１」として回答させ、その平均値をレーダーチャートに表示している。（下図参照。）

























































































＊Ｉ高校の場合、アンケートの内容だけでなく、結果の表示や情報の共有方法に工夫を加えることで、教職員が互いの授業について検討しながら課題や成果を共有し、学校全体で組織的に授業改善に取り組むことができるようになっています。現在、各学校が実施している授業評価に工夫を重ねることで、調査結果をさらに活用することができます。それぞれの学校の状況に応じて工夫を重ね、生徒にとって「魅力的な授業」「わかる授業」の実現をめざし、授業改善のための授業評価に取り組みましょう。





●アンケート結果は、年度ごと、科目ごと、クラスごとに分類されてＰＣに集約されており、様々な比較対照が可能である。


●職員は各自パスワードを設定しており、校内のＰＣでいつでも見ることができ、必要に応じてプリントアウトすることができる。


●中間考査後の授業にアンケート結果を反映させるため、アンケートの実施時期を各中間考査後に設定してある。


●授業改善アンケートや校内授業見学期間を設けるなど、授業改善のために学校全体で取組みを進めている。





Ⅳ章　中退防止に向けての基礎的・総合的な取組み





チェック！　


計画を立てたからといって、それに固執しすぎ、取組みの効果が表れないようでは困ります。だからといって、あまりに頻繁に計画が変更されるようでは、効果的な取組みにはなりません。進捗状況をしっかりと把握した上で、方針を適切に修正できるよう、チェックの体制を整えましょう。�


《参考》「中退防止の取組みカレンダー」





全体的な計画のイメージを具体化し、欠けている視点がないかを点検する手段として、１年間に実施する取組みをカレンダーにまとめて図示する方法があります。下の図は、１年生への中退防止の取組みを三つの方向性と基礎的･総合的な取組みに分類してカレンダーにまとめたものです。学校の特色を活かし、生徒や学校の状況に応じた、学校独自のカレンダーを作成しましょう。


�








【Ｊ高校のケース】≪新入生オリエンテーション週間≫





目　的：高校入学にあたり、早い時期での学校適応を促すために、人間関係を構築し具体的な学校生活の指針や基本的な生活習慣を身につけさせる。


日　程


�
4月８日�
4月９日�
4月１０日�
4月１１日�
4月１２日�
�
1限�
始業式


�
クラスＨＲⅠ


（担任・副担任）


・クラス開き


・自転車指導


・その他�
学年集会Ⅱ


（生徒指導部


集会係）


・集団行動�
学年集会Ⅲ


（生徒指導部）


・服装


・頭髪


・授業の受け方�
クラスＨＲⅢ


（担任・副担任）


・進路ｱﾝｹｰﾄ�
�
2限�
�
学年集会Ⅰ


（学年団）


・職員紹介


・集団規律�
クラスＨＲⅡ


（担任・副担任）


・自己紹介


・生活実態ｱﾝｹｰﾄ�
高校生活についてⅠ


（生指部長）


・懲戒規定、


校則の説明�
高校生活についてⅣ（人権担当）


・人権問題


・その他�
�
3限�
�
身体計測�
結核検診�
高校生活についてⅡ（教務部長）


・成績のつけ方、


進級規定、各科目の説明�
高校生活についてⅤ（進路部長）


・キャリア教育と進路状況の説明


（奨学金係）


・奨学金の説明�
�
4限�
�
身体計測�
心臓検診�
高校生活についてⅢ（図書係）


・図書室の説明


（担任・副担任）


・校内見学�
クラブ紹介


（生徒自治会）�
�
5・


6限�
入学式�
個人面談Ⅰ


（担任・副担任）


・個人面談


・提出書類整理


・家庭訪問�
個人面談Ⅱ


（担任・副担任）


・個人面談


・提出書類整理


・家庭訪問�
個人面談Ⅲ


（担任・副担任）


・個人面談


・クラス写真撮影


・家庭訪問


�
体験入部


（生徒自治会・部員）�
�



























＊前ページの日程表の中の各取組みを抜き出し、それぞれの取組みごとに新入生オリエンテーションの中で押さえたいポイントをあげてみました。





クラスＨＲ


Ⅰ　*1クラスびらきと自転車通学指導。


Ⅱ　生徒の自己紹介と、*2クラスの目標とルール、清掃や日直当番などの決定。*3生活実態アンケートの実施。


Ⅲ　*4進路アンケートを実施し、この後のオリエンテーションへの意識づけを行う。


























個人面談


*5担任による個人面談。必要に応じて*6家庭訪問や*7関係機関との連携。担任が個人面談をしている


間、副担任が残りの生徒に対して書類整理、作文指導、アンケート、宿題の完成などを行う。




















学年集会


Ⅰ　学年主任による教職員の紹介と学年の*8教育方針説明、学年集会の整列練習。


Ⅱ　生活指導部の集会係から集団規律や集団マナーについて指導するとともに、生徒間、生徒・教職員間の人間関係について考えるため、*9ことばづかいとあいさつの大切さについて説明。その後、あいさつと整列の練習を行う。


Ⅲ　学年の生徒指導担当から、服装・頭髪・遅刻指導の意義と目的、指導基準と指導方法など*10生徒指導について説明。授業の受け方を指導、説明する。








*1　Ｐ１５「２　クラスびらき」を参照してください。


*2　クラスで共有できる目標とルールを決定しましょう。（集団づくりに関しては、『ＯＳＡＫＡ人権教育ＡＢＣ Part2』を参照してください。）


*3 *4　Ｐ２０「重要！『基礎学力調査をはじめとする各種調査・アンケート』」を参照してください。





*5　Ｐ１６「３　入学直後の個人面談」を参照してください。　　


*6　Ｐ１７「４　保護者面談・家庭訪問」を参照してください。　


*7　Ｐ３７「２　総合力の強化－外部関係機関との連携－」を参照してください。





*8　学校の教育方針に沿った具体性のある方針で、生徒とって理解しやすく、具体的に取り組める内容となるように留意してください。


*9　Ｐ３０【Ｋ高校のケース】を参照してください。


*10　Ｐ３４「５　－生徒指導の取組み－」参照








高校生活について（全体説明）


Ⅰ　生活指導部長による、学校生活のすごし方や*11懲戒規定、校則についての説明。


Ⅱ　教務部長による、*12成績のつけ方、進級規定、勉強方法の説明と授業規律への意識づけ。


Ⅲ　図書室で、図書室の使い方の説明や本を読むことの意義、情報の活用方法について説明。担任と副担任による校内見学を行い、選択科目の移動教室などを確認。


Ⅳ　人権担当による*13人権教育の説明と教育相談担当による*14教育相談に関する説明。


Ⅴ　進路指導部長による、*15キャリア教育の説明と進路状況の説明。奨学金担当による、*16奨学金制度の説明。






































クラブ紹介・部活動体験


*17２、３年生の部員によるクラブ紹介。その後、全員参加で体験入部を行なう。




















＊この他にも携帯電話の使用や薬物乱用防止の指導、アサーショントレーニングや校歌練習など、学校や生徒の状況に応じてテーマを設定し取り組みましょう。








*11　Ｐ３４「５　－生徒指導の取組み－」を参照してください。


*12　Ｐ２０「重要！『卒業や進級に関する規定』」を参照してください。


*13　Ｐ３０「３　－人権教育の取組み－」を参照してください。


*14　生徒の高校生活はすでに始まっています。必要なときに、生徒がいつでも気軽に教育相談を受けられる環境づくりに努めましょう。Ｐ２７「実施上のポイント」の三つめの項目を参照してください。


*15　Ｐ３１「４　－キャリア教育の取組み－」を参照してください


*16　家庭の経済状況の急変等、生徒の生活環境の変化に備え、いつでも早期に対応できるように、体制を整えておきましょう。





*17　自治会活動や部活動に熱心に取り組んでいる生徒の力を活用し、その生徒たちが自らの高校生活の中で感じている意義を１年生に伝えることで、伝える生徒自身も自尊感情や自己有用感をはぐくみ、１年生の高校生活に対する意識も高まります。Ｐ１８【Ｆ高校のケース】も参照してください。








××××





【Ｋ高校のケース】≪｢ことば｣からはじまる人権教育-存在を認め合えるクラスづくり‐≫





テーマ：新しい環境に飛び込み、不安を抱える生徒に対し、良い人間関係を構築していくための手がかりとして「ことば（づかい）」について考える。





第１回ＨＲ（５月７日）


聞いてうれしいことば、嫌なことばを考え、他の生徒の意見も聞くことで、他人の立場に立って物事を考えられるような姿勢を身につける。


「これまでに出会ったことばを振り返ってみよう！」


「ことばづかい・話し方に関する常識クイズ」


第２回ＨＲ（６月４日）


人を傷つけることば（生徒がふだん冗談等で使うことば。例えば「死ね」など）について考える。


「『・・・・』と言われても平気ですか？言ったことありますか？」


「いいところを見つけようアンケート」


第３回ＨＲ（６月１８日）


クラスメイトの「いいところ」に気づき、いじめにつながるような言動を未然に防止する。


「いいところを見つけようアンケート集計結果」


「振り返りシート」


第４回ＨＲ（９月１７日）


１学期に実施した人権ＨＲを振り返り、もう一度ことばづかいについて考え、２学期の学校生活を落ち着いたものとできるよう担任の思いを伝える。


「『いいところを見つけようアンケート』集計（担任用）」


「『ことば』考えてつかっていますか」


第５回ＨＲ（１０月２９日）


これまでの高校生活、特にクラスメイトとの関係を振り返り、与えられた課題の解決を通じて、改めて人間関係づくりの上でことばづかいが果たしている役割について考える。


「本当の友だちをつくりたい！！」





＊生徒はこの取組みを通じ、ことばの持つ重みにあまり注意せず他者に対して使ってしまう場合があること、そのことばで自分自身も傷つく場合があることを体験します。ことばの持つ重みについての理解を深め、自他の大切さを認め合える人間関係を築くための取組みを推進しましょう。





【Ｌ高校のケース】≪総合的な学習の時間を活用した取組み≫





＜１年の内容＞


１学期 (1)こんなふうになったらいいな、３年間　　　　(2)いまどき～若者たちの挑戦～


(3)自分を知ろう(エゴグラム)　　　　　　　　　(4)書道ガールズ


(5)「ゆめ」を現実に引き寄せた先輩の話　　　　(6)プロレスラーをめざす××××の挑戦


(7)引越屋の仕事　　　　　　　　　　　　　　　(8)ケーキの向こうに笑顔が見たい～パティシエ～


(9)マンガで見るプロの仕事　　　　　　　　 　(10)講演会「プロ」に聞く


２学期(11)エリア選択について　　　　　　　　　　　 (12)幸せに生きるためにドラマ「××××の娘」より


(13) ××××の詩を読んで　　　　


(14)「夢を仕事にしたいですか？」(声優、漫画家、お笑い芸人のＶＴＲ)


(15)高校生と保護者の進路についての意識調査


(16)「しあわせなサラリーマンになる方法」　　 (17)短所を長所に


(18)アサーショントレーニング　　　　　　　　 (19)プロの職場訪問


３学期(20)人とのであいで、自分がかわる(ＶＴＲ「おれたちの転身」)


(21)「夢の車椅子」をつくりたい　　　　　　　(22)「顔に力、心に熱」（メイクアップアーティスト）


(23)二十歳の若者が巨大な祭りを作ったよさこいソーラン祭


(24)夜回り先生　　　       　　               (25)悲しみを勇気にかえて阪神淡路大震災から


(26)エニアグラムで自分の性格を知ろう！  　　(27)We are One！在日朝鮮人ボクサー


(28)ライトを浴びたい私はあきらめない　　　　(29)ワーク「ライフプラニング」








＜２年の内容＞


１学期(30)２年のチャレンジについて             　　(31)世界が１００人の村だったら


(32)進路を考えるための基礎知識   　      　　(33)「遠いスタートライン」就職戦線にのぞむ高校生


(34)就職について知ろう　　　　　　　　　　　(35)フリーター、ニートについて


(36/37)大学・専門学校について知ろう　　　　 (38)Ｒ－ＣＡＰテスト


(39)エリア別チャレンジ　　　　　　　　　　　(40)大学・短大・専門学校体験入学


(41)Ｒ－ＣＡＰテストの結果について


２学期(42)来年度の選択科目　　　　　　　　　　　　


(43)人権総合学習にむけて(出会いを大切に、感性を磨く)


(44)人権総合学習(前期テーマ別)                (45)人権総合学習(VTR「抱きしめたい」)


(46)人権総合学習(後期テーマ別)                (47)一般常識テスト


３学期(48)採用で求められること                       (49)学校卒業後に就職する意味は？


(50)「統一用紙」の歴史                         (51)面接について


(52)３年生での進路指導、進路決定について     (53)面接指導、面接試験(グループ指導)


(54)進路相談シート                             (55)一般常識第３弾(ビジネスマナーと言葉遣い)





＜３年の内容＞


１学期(56)３年のCHALLENGEについて(一歩ふみだす、それが大切なこと)


(57)面接準備・自己ＰＲをつくろう              (58)奨学金制度について知っておこう


(59)面接準備・志望動機                         (60)面接でこんなこと聞かれたら(違反質問について)


(61)進路別CHALLENGE(卒業生から話を聞く)      (62)進路別講演会


２学期(63/64)社会人講座Ⅰシングルマザー             (65/66)社会人講座Ⅱネットカフェ難民


(67/68)社会人講座Ⅲクレーマーからみる人間社会①②


(69/70)社会人講座Ⅳケータイ社会とコミュニケーション①②


３学期(71)まもなく卒業するあなたたちへ　思いを持つ　思いを伝える


(72)まもなく卒業するあなたたちへ　人権は自らの手で





『平成19年度キャリア育成推進事業　実践事例集』(大阪府教育委員会)より





＊Ｌ高校の取組みは、生徒が３年間を通じて様々な問題や課題について学んだり体験したりできる内容になっています。他校の取組みをヒントに、それぞれの学校の特色を活かしたキャリア教育を推進しましょう。





ヒント！　「資格取得による自尊感情・自己有用感の醸成」


各種の資格を取得することで、資格によっては実際に卒業後の実用に資することができます。また、実用的な資格でなくても、資格試験に合格することで達成感を味わうことができ、それがやがて自尊感情や自己有用感へとつながります。様々な資格がありますので、取り組んでみてはいかがですか。














【高校生が取得可能な資格・検定の例】





≪日本情報処理検定協会≫


・日本語ワープロ検定　・文書デザイン検定　　　　・情報処理技能検定試験


・ホームページ作成検定　・パソコンスピード認定　　


・プレゼンテーション作成検定


≪日本商工会議所≫


・簿記検定　　　　　・販売士検定　　　　　　　　・日商ビジネス英語検定


・日商ＰＣ検定　　　・電子会計実務検定　　　　　・ビジネスキーボード検定


・そろばん（珠算）　・キータッチ２０００検定　　・電子メール活用能力検定


・計算力･思考力検定


≪その他≫


・日本語検定　　　　　・日本漢字能力検定　　　　・日本語力認定　　


・ことば検定　　　　　・日本語文章能力検定　　　・日本実戦話力検定


・話しことば検定　　　・現代用語能力検定　　　　・国語力検定


・歴史能力検定　　　　・世界遺産検定　　　　　　・地図力検定


・地理能力検定　　　　・ニュース時事能力検定　　・旅行地理検定


・実用数学技能検定　　・電卓技能検定　　　　　　・実用英語技能検定


・美術検定　　　　　　・色彩検定　　　　　　　　・理科学検定


・毛筆書写検定　　　　・日本常識力検定　　　　　・映画検定


・音楽検定　　　　　　・音楽ＣＤ検定　　　　　　・歌舞伎検定


・きもの文化検定　　　・時刻表検定　　　　　　　・天然石検定　


・ファーブル検定　　　・マナー検定　　　　　　　・家庭料理技能検定


・薬学検定試験　　　　・野菜ガーデニング検定　　・アナウンス検定


・天気検定　　　　　　・似顔絵検定　　　　　　　・eco検定


・緑･花文化の知識認定試験





チェック！　


効果的な指導・支援を行なうポイントとして、「生徒の話を十分に聴く」、「生徒や保護者への説明を十分に行う」といったことがあげられます。Ｐ１６のヒント「受容・傾聴・共感の姿勢とスキル」を参考にして、生徒・保護者の声に心を傾けて聴きましょう。








【Ｍ高校のケース】≪授業規律と生徒指導の工夫≫





本校では、授業規律はよくできています。“ベル着”[始業のベルで着席している]をやっています。［チャイムが鳴ったら追い込み］はやめて、“引き込み指導”［鳴る１分前に子どもたちを迎える］、ということをしています。この１分が貴重で、いろいろなことを生徒と話しができます。スタートが非常にスムーズです。


生徒指導面では、頭髪に対して周りの態度も厳しいので、“ディスカウント（割引）”という概念を使って説明しています。「普段つきあっている人には、中身がちゃんとわかるから君たちの価値がわかる。しかし、普段接していない人はその格好だけで判断する。ディスカウントされる（自分で自分の値打ちを割り引く）ことはやめておこう」と話しています。


頭髪・服装を直して来なかったら、夏休みに３日間登校させ宿題を見ています。服装を直したのに、「また来ていい？」という生徒もいます。





『ＯＳＡＫＡ人研教育ＡＢＣ Part２－集団づくり－』（大阪府教育センター）より





＊生徒指導を行う上で、生徒と教職員の信頼に支えられた人間関係を欠かすことはできません。問題行動対応型の生徒指導から、問題行動を未然に防止する積極的生徒指導へ、斥力による指導から引力による指導へ、指導方法の転換は済んでいますか？





Ⅴ章　中退防止のための体制づくり





重要！　「コーディネーター」


高校の場合、それぞれの分掌や「人権担当」、「教育相談担当」というように、それぞれの役割が専門分化しています。中退防止に向けては、校内にすでにあるこのような専門的な力を、どう結集し、どこに向けて、どう発信するか、といったことが重要なポイントとなります。中退防止に向け、組織的に対応していく上で、校内の各部門を取り結ぶ「ハブ」の役割を担い、外部に向けての「窓口」となるコーディネーターとしての役割を果たす組織や担当者は不可欠です。





《参考》「中退防止コーディネーター」





中退防止の加配を措置されている学校では、平成２１年度より、中高連携及び中退防止に関する校内組織の中心となる「中退防止コーディネーター」を校内で明確に位置づけ、具体的な目標を設定した上で中退防止に取り組んでいます。


府教育委員会では、中退防止コーディネーター連絡協議会を開催し、各校の課題と対策に関する情報の共有化に努め、中退防止向けて効果的な取組みが、多くの学校に広がるように努めています。














中退防止コーディネーターの声


退学しそうな生徒に対して、これまでは担任だけが深く関わり、担任一人で問題を抱えてしまう傾向にあったが、コーディネーターとして担任と一緒に生徒の抱える課題に関われるようになり、生徒への支援だけでなく、担任への支援にもなった。


これまでも学校として中退防止に取り組んできたが、あらためて中退防止コーディネーターを指名したことで、校内における中退防止の組織の在り方が明確になり、校内においても外部からも、中退問題に関してはどこを窓口として相談すればよいのかがはっきりし、中退防止に連携して取り組みやすくなった。





【Ｎ高校のケース】≪中退防止のための校内組織≫





中退防止のための校内組織


名　称：教育相談連絡会


構成員：教頭、首席（中退防止コーディネーター）、教務部長、生徒指導部長、保健相談部長、


教育相談担当者、広報生徒活動部長、養護教諭、各学年担当者


今年度の活動状況


教育相談係による週１回のミーティングに加え、各考査ごとに連絡会を持ち、情報の共有化を図っている。連絡会の結果は、学年団会議で全教職員に周知され、課題を抱える個々の生徒について協議がなされ、日常の指導に活用されている。


精神科医による教員研修を実施。個別の事例も含めて、生徒理解を深めるとともに、コミュニケーションスキルの向上、カウンセリングマインドの修得に努めている。


ＳＣＳＶとの連携をはじめ、子ども家庭センターや行政機関などとも連絡を取りながら、就学環境の改善に努めている。


次年度に向けての課題


委員会化を推進し、全体的な情報の交換より、新規の情報や特に配慮の必要な生徒の情報の共有に特化し、より効果的な対策が打てるような提案ができる組織にしていく必要がある。





中退防止コーディネーター


役割について


１　生徒情報の集約と共有すべき情報の精選・発信�２　課題を抱える生徒に対する具体的支援の検討�３　直接指導に当たる担任への支援（指導の方向性、連携先等）�４　支援生徒の動向の確認　　　５　中学校との連携調整�６　外部機関との連携調整�７　学校定着へのカリキュラムマネージメントにおける学外連携窓口�８　事例研修設定、総括


今年度の活動状況


教育相談担当者との連携を軸とした、教育相談連絡会の運営。


情報の共有を進めるとともに、学年によって指導のずれが出ないように学年主任会議での調整作業。


広報生徒活動部長との連携を中心に、学校説明会やＮ高校展（企画展）の開催。


学外連携先との窓口。


キャリア教育に関しての、ガイダンス部との連携。


就学状況改善のための外部機関との連携、調整及び担任の支援。


次年度に向けての課題


中退防止という観点が、より明確に打ち出されるような環境作り。


学年主任会議の効果的運営、各学年主任とのより強固な連携。


校内分掌間の連携強化。


効果的な研修の設定と受講者の増加。





「平成２１年度第２回中退防止コーディネーター連絡協議会」資料より





＊次年度に向け、まずは校内における中退防止の組織の活動状況を振り返り、取組みの効果検証とあわせて今年度の課題を整理しましょう。課題の正確な把握なくして、有効な対策は生まれません。





【Ｏ高校のケース】≪�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(*1),生)�活保護ケースワーカー（以下生保ＣＷ）との連携≫





昼食をとれない


生徒ｏは父、兄との3人家族。兄も同校の卒業生。父は病気のため就労できず、生活保護を受けている。


生徒ｏ、兄ともに父の通院の付き添いで学校をよく欠席する。


以前からその疑いはあったが、文化祭での食品バザーをきっかけに、生徒ｏが昼食をとれていないことが判明。


生保ＣＷと連携して、父の金銭の使い方を協議していった結果、生徒ｏは昼食がとれるようになった。





就職させてもらえない


また、生徒ｏは就職希望であったが、子どもの就職により生活保護と自分の通院に支障が出ると考えた父が、子どもを就職させようとしない。


生保ＣＷ、父の�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(*2),ケ)�アマネージャー、市就労支援センター、人権協会等と連携し、生徒ｏが就労しても世帯全体の収入が減るわけではないことを父に説明するなどの取組みを行った結果、生徒ｏは無事に就職することができた。





*1生活保護制度で、受付事務をはじめ、就労や生活について支援する職員。


*2要介護と認定された人が、適切な介護サービスを受けられるようにするために、介護サービス計画（ケアプラン）を作成する職員。





＊課題の解決に向けては、適切な外部機関と適切な時期に適切な方法で連携する必要があります。連携先を決定する上においては、校内体制の整備が不可欠です。





重要！　「中退防止に向けての組織づくりのポイント」





　前ページの【Ｏ高校のケース】における、生徒の抱える課題の解決に向けてのポイントは、





１　厳しい生活状況にある生徒が、自分の生活を厳しいと考えているのか。その生活状況を変えられると考えているか。


２　教職員が生徒の発信したシグナルを受けとめることができるか。


３　教職員が受けとめたシグナルを学校全体で組織として共有できるか。


４　情報の筋道として問題事象に対応できる校内体制があるか。


５　問題事象対応の課程で、適切な時期に適切な機関と情報共有や連携ができるか。


６　継続中の事象の状況の変化に応じて方針の修正ができるか、チェック機能があるか。


の６点でした。これを整理すると、


１　生徒自身の正確な状況把握と改善への意志


２　個々の教職員の生徒情報収集力


３　校内における情報共有化システムの有無


４　学校としての組織的対応力


５　学校としての状況把握力と方針決定力


６　対応中の効果検証力、状況変化の把握力、方針の修正力


ということになります。





＊上の１～６は、中退防止に向けて生徒の抱える課題に学校として対応するための組織づくりにおいて非常に重要なポイントとなります。現在の校内体制がこれらの点を踏まえたものとなっているか、一度点検してみましょう。
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大阪府は「こころの再生」府民運動を推進します。


“愛”言葉は「ほめる、笑う、叱る」





教育委員会事務局教育振興室高等学校課
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